
(57)【要約】

【課題】　画素からの出力の負荷を軽減しゲインの低下

、速度の遅延などを抑圧する。

【解決手段】　1次元もしくは2次元に配列され、光電変

換された信号を出力する複数の画素１と、一画素又は一

列に配列された画素からの出力信号が、それぞれ出力さ

れる複数の出力線Pix-out1～Pix-out3と、複数の出力線

Pix-out1～Pix-out3からの各出力信号を任意に加算して

出力する加算回路２(トランジスタMX1～MX3,コンデンサ

CA1～CA3)と、複数の出力線Pix-out1～Pix-out3からの

各出力信号を非加算で出力する出力回路(トランジスタM

X1～MX3)と、を有する。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ 次 元 も し く は ２ 次 元 に 配 列 さ れ 、 光 電 変 換 さ れ た 信 号 を 出 力 す る 複 数 の 画 素 と 、 一 画 素
又 は 一 列 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 か ら の 出 力 信 号 が そ れ ぞ れ 出 力 さ れ る 複 数 の 出 力 線 と 、
前 記 複 数 の 出 力 線 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 前 記 画 素 か ら の 信 号 を １ を 超 え る ゲ イ ン で 増 幅 す
る 複 数 の 増 幅 器 と 、 前 記 複 数 の 増 幅 器 か ら の 各 出 力 信 号 を 任 意 に 加 算 し て 出 力 す る 加 算 回
路 と 、 前 記 複 数 の 増 幅 器 か ら の 各 出 力 信 号 を 非 加 算 で 出 力 す る 出 力 回 路 と 、 を 有 す る 固 体
撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 加 算 回 路 又 は ／ 及 び 前 記 出 力 回 路 の 後 に 増
幅 手 段 も し く は イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 手 段 を 有 す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 加 算 回 路 は 、 前 記 複 数 の 出 力 線 に 接
続 さ れ る 複 数 の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 手 段 に 一 方 の 端 子 が そ れ ぞ れ 接 続 さ
れ 、 他 方 の 端 子 が 共 通 接 続 さ れ る 複 数 の 容 量 と を 備 え て い る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 加 算 回 路 は 、 前 記 複 数 の 出 力 線 に 接
続 さ れ る 複 数 の 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 複 数 の 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 に 接 続 さ れ 、 前 記
複 数 の 出 力 線 に 出 力 さ れ た 出 力 信 号 を 蓄 積 す る 複 数 の 蓄 積 容 量 と 、 前 記 複 数 の 蓄 積 容 量 と
共 通 線 と の 間 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と を 有 す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 加 算 回 路 は 、 前 記 複 数 の 出 力 線 に 接
続 さ れ る 複 数 の 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 複 数 の 第 １ の ス イ ッ チ 手 段 に 一 方 の 端 子 が そ
れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 他 方 の 端 子 が 共 通 接 続 さ れ る 複 数 の 容 量 と 、 共 通 接 続 さ れ た 前 記 他 方 の
端 子 に 接 続 さ れ る 複 数 の 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 複 数 の 第 ２ の ス イ ッ チ 手 段 に 接 続 さ
れ 、 前 記 複 数 の 出 力 線 に 出 力 さ れ た 出 力 信 号 を 蓄 積 す る 複 数 の 蓄 積 容 量 と 、 前 記 複 数 の 蓄
積 容 量 と 共 通 線 と の 間 に 設 け ら れ た 複 数 の 第 ３ の ス イ ッ チ 手 段 と を 有 す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 加 算 回 路 は 、 前 記 複 数 の 出 力 線 に 接
続 さ れ る 複 数 の ス イ ッ チ 手 段 と 、 前 記 複 数 の ス イ ッ チ 手 段 に 一 方 の 端 子 が そ れ ぞ れ 接 続 さ
れ 、 他 方 の 端 子 が 共 通 接 続 さ れ る 複 数 の 容 量 と 、 共 通 接 続 さ れ た 他 方 の 端 子 が 入 力 端 子 に
接 続 さ れ 、 出 力 端 子 と 前 記 入 力 端 子 と が 容 量 を 介 し て 接 続 さ れ る 演 算 増 幅 器 と を 有 す る 固
体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
請 求 項 １ ～ ６ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 出 力 回 路 は 、 前 記 複 数
の 出 力 線 に 接 続 さ れ 、 同 時 に オ ン オ フ 制 御 さ れ る 複 数 の 第 ４ の ス イ ッ チ 手 段 を 有 す る 固 体
撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 各 出 力 線 は 、 前 記 画 素 か ら
の 信 号 を ク ラ ン プ す る こ と で 前 記 画 素 の ノ イ ズ を 除 去 す る た め の 結 合 容 量 を 介 し て 前 記 増
幅 器 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
請 求 項 ８ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 結 合 容 量 を 第 １ の 結 合 容 量 と し た と き 、
　 前 記 増 幅 器 は 、 帰 還 型 の 増 幅 器 で あ っ て 、 前 記 増 幅 器 の 出 力 端 子 と 入 力 端 子 と を 容 量 結
合 す る 第 ２ の 結 合 容 量 と 、 前 記 増 幅 器 の 出 力 端 子 と 前 記 入 力 端 子 と を 容 量 結 合 す る 第 ３ の
結 合 容 量 と を 有 し 、 前 記 第 １ の 結 合 容 量 と 前 記 第 ２ の 結 合 容 量 と の 比 に よ り 前 記 第 １ の モ
ー ド で 読 み 出 す と き の ゲ イ ン を 決 め 、 前 記 第 １ の 結 合 容 量 と 前 記 第 ３ の 結 合 容 量 と の 比 に
よ り 前 記 第 ２ の モ ー ド で 読 み 出 す と き の ゲ イ ン を 決 め る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 加 算 回 路 又 は ／ 及 び 前
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記 出 力 回 路 の 出 力 信 号 を 保 持 す る メ モ リ 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
請 求 項 １ ０ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 メ モ リ 部 は 、 少 な く と も 信 号 蓄 積 容 量 、
信 号 を 書 き 込 む た め の ト ラ ン ジ ス タ 、 及 び 該 信 号 を 増 幅 す る た め の ト ラ ン ジ ス タ を 備 え た
、 前 記 複 数 の 画 素 の 少 な く と も 一 部 に 対 応 し た 複 数 の 増 幅 型 メ モ リ セ ル で あ る こ と を 特 徴
と す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ２ 】
請 求 項 １ １ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 メ モ リ 部 の 増 幅 型 メ モ リ セ ル の 各 列 ご と
に 配 列 さ れ 、 前 記 増 幅 器 と 前 記 メ モ リ 部 の 増 幅 型 メ モ リ セ ル と の 出 力 オ フ セ ッ ト 及 び 前 記
メ モ リ 部 の 増 幅 型 メ モ リ セ ル か ら の 信 号 を 出 力 す る た め の 回 路 手 段 を 有 す る こ と を 特 徴 と
す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ３ 】
請 求 項 １ ２ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 回 路 手 段 は 、 前 記 出 力 オ フ セ ッ ト を 蓄 積
す る 第 １ の 蓄 積 容 量 と 、 前 記 出 力 オ フ セ ッ ト を 前 記 第 １ の 蓄 積 容 量 に 転 送 す る 第 １ の 転 送
ト ラ ン ジ ス タ と 、 前 記 増 幅 型 メ モ リ セ ル か ら の 信 号 を 蓄 積 す る 第 ２ の 蓄 積 容 量 と 、 前 記 増
幅 型 メ モ リ セ ル か ら の 信 号 を 前 記 第 ２ の 蓄 積 容 量 に 転 送 す る 第 ２ の 転 送 ト ラ ン ジ ス タ と 、
を 有 す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
請 求 項 １ ３ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 前 記 回 路 手 段 か ら の 、 前 記 出 力 オ フ セ ッ ト と
前 記 信 号 と を 減 算 す る 手 段 を 有 す る 固 体 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
請 求 項 １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 と 、 前 記 固 体 撮 像 装 置 へ 光 を 結 像 す
る 光 学 系 と 、 前 記 固 体 撮 像 装 置 か ら の 出 力 信 号 を 処 理 す る 信 号 処 理 回 路 と を 有 す る こ と を
特 徴 と す る 撮 像 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は １ 次 元 も し く は ２ 次 元 の 画 素 加 算 手 段 を 有 す る 固 体 撮 像 装 置 お よ び 撮 像 シ ス テ
ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 固 体 撮 像 装 置 に お い て 、 画 素 信 号 を 加 算 す る 手 法 を 開 示 す る も の と し て 、 例 え ば
特 許 文 献 １ が あ る 。 図 １ ４ は 従 来 例 で あ り 、 （ ２ Ｈ ラ イ ン メ モ リ ＋ ２ Ｈ ラ イ ン 加 算 回 路 ）
６ に よ り ２ 次 元 の 画 素 の 信 号 を 加 算 す る こ と を 表 し て い る 。 具 体 的 な 加 算 部 分 の 構 成 回 路
は 図 １ ５ に 示 さ れ 、 例 え ば 、 画 素 信 号 を 出 力 線 8-1,8-2に 受 け Ｍ Ｏ Ｓ ス イ ッ チ ２ ３ － １ ，
２ ６ － １ を 介 し て 容 量 C2-1,C3-1な ど に 画 素 信 号 を 蓄 積 し た 後 、 MOSス イ ッ チ ２ ３ － １ ， ２
６ － １ を ONさ せ 、 配 線 17-1に て 加 算 （ 平 均 ） 出 力 を 得 る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ６ ６ ５ ３ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う に 、 従 来 例 で は 画 素 加 算 手 段 の 入 力 部 が 画 素 の 通 常 出 力 （ 非 加 算 ） を 行 う 出 力
線 に 共 通 に 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 こ の よ う な 共 通 出 力 線 に お い て 、 通 常 出 力 は 加 算 手 段 が 無 い 場 合 と 比 べ
て 、 信 号 線 の 負 荷 が 増 加 し 、 出 力 時 間 の 遅 延 を 招 く こ と に な る 。 以 下 、 図 １ ４ 、 図 １ ５ の
例 に つ い て 説 明 す る 。 図 に お い て 通 常 （ 非 加 算 ） 出 力 は 配 線 17-1に 出 力 さ れ る が 、 そ の 際
加 算 回 路 の MOSス イ ッ チ 23-1,23-2,23-3が あ る た め に 、 浮 遊 容 量 が 付 加 さ れ て し ま う 。 上
記 の 特 許 文 献 １ で は ス イ ッ チ の 数 を 増 や す に 従 っ て 付 加 さ れ る 浮 遊 容 量 の 値 は 大 き く な り
、 加 算 の 程 度 に よ り 浮 遊 容 量 が 大 き く 影 響 し 信 号 ゲ イ ン の 低 下 、 応 答 速 度 の 低 下 な ど が 生

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-348041 A 2005.12.15



ず る こ と が 予 想 さ れ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 固 体 撮 像 装 置 は 、 1次 元 も し く は 2次 元 に 配 列 さ れ 、 光 電 変 換 さ れ た 信 号 を 出 力
す る 複 数 の 画 素 と 、 一 画 素 又 は 一 列 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 か ら の 出 力 信 号 が そ れ ぞ れ 出
力 さ れ る 複 数 の 出 力 線 と 、 前 記 複 数 の 出 力 線 に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 前 記 画 素 か ら の 信 号 を
１ を 超 え る ゲ イ ン で 増 幅 す る 複 数 の 増 幅 器 と 、 前 記 複 数 の 増 幅 器 か ら の 各 出 力 信 号 を 任 意
に 加 算 し て 出 力 す る 加 算 回 路 と 、 前 記 複 数 の 増 幅 器 か ら の 各 出 力 信 号 を 非 加 算 で 出 力 す る
出 力 回 路 と 、 を 有 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 画 素 出 力 か ら 加 算 回 路 、 出 力 回 路 へ 送 る 経 路 を 独 立 さ せ る こ と で 、
画 素 か ら の 出 力 の 負 荷 を 軽 減 で き ゲ イ ン の 低 下 、 速 度 の 遅 延 な ど を 抑 圧 す る こ と が で き る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 画 素 か ら の 出 力 の 負 荷 を 軽 減 で き ゲ イ ン の 低 下 、 速 度 の 遅 延 な ど を 抑
圧 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 図 面 を 用 い て 詳 細 に 説 明 す る 。
（ 第 一 実 施 形 態 ）
　 図 １ は 本 発 明 を 最 も よ く 表 す 図 で あ り 、 第 一 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す
回 路 図 で あ る 。 図 １ に 示 す 構 成 は 、 図 １ ０ に 示 す 固 体 撮 像 装 置 の 画 素 部 の 部 分 領 域 （ ３ ×
３ の 画 素 か ら な る 領 域 ） と そ の 部 分 領 域 に つ い て の 加 算 回 路 、 非 加 算 回 路 （ 出 力 回 路 ） 、
読 出 し 回 路 及 び 走 査 回 路 を 示 す も の で あ る 。 図 １ ０ に 示 す 固 体 撮 像 装 置 は 、 画 素 が ２ 次 元
状 に 配 列 さ れ た 複 数 の 画 素 部 、 画 素 部 の 複 数 の 画 素 を 行 ご と に 制 御 す る 走 査 回 路 ４ ’ 、 加
算 回 路 及 び 非 加 算 回 路 、 読 出 し 回 路 ３ 、 走 査 回 路 ４ 、 不 図 示 の 出 力 ア ン プ ５ か ら 構 成 さ れ
る 。
な お 、 本 実 施 形 態 及 び 後 述 す る 他 の 実 施 形 態 に お い て は 画 素 を ２ 次 元 状 に 配 列 し た 例 に つ
い て 説 明 し て い る が 、 画 素 を １ 次 元 状 に 配 列 し た 場 合 に つ い て も 各 実 施 形 態 の 構 成 （ 第 三
の 実 施 形 態 を 除 く ） を 適 用 す る こ と が で き る こ と は 勿 論 で あ る （ １ 次 元 に 画 素 を 配 列 す る
場 合 は 、 ２ 次 元 に 画 素 を 配 列 す る 場 合 の 一 画 素 行 が 選 択 さ れ た 場 合 と 同 様 で あ る ） 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 図 １ に お い て は 不 図 示 で あ る が 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 共 通 出 力 線 Pix-out1, Pix-
out2, Pix-out3に は 、 コ ン デ ン サ Ｃ 501～ Ｃ 503、 コ ン デ ン サ Ｃ 501～ Ｃ 503が 反 転 入 力 端 子
に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 １ を 超 え る ゲ イ ン の 増 幅 器 と な る オ ペ ア ン プ ２ ５ 、 オ ペ ア ン プ ２ ５
の 出 力 端 子 と 反 転 入 力 端 子 と の 間 に 設 け ら れ た コ ン デ ン サ Ｃ 511～ Ｃ 513、 コ ン デ ン サ Ｃ 51
1～ Ｃ 513に 並 列 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ M51～ M53が 設 け ら れ て い る 。 オ ペ ア ン
プ ２ ５ の 非 反 転 入 力 端 子 （ ＋ ） に は 参 照 電 圧 （ Ｖ ref） が 印 加 さ れ る 。 な お 、 後 述 す る 第
二 実 施 形 態 か ら 第 四 実 施 形 態 に お い て も 、 コ ン デ ン サ Ｃ 501～ Ｃ 503、 オ ペ ア ン プ ２ ５ 、 コ
ン デ ン サ Ｃ 511～ Ｃ 513、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ M51～ M53は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ に お い て 、 １ は 画 素 で あ り 、 画 素 １ は フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｄ 1、 MOSト ラ ン ジ ス タ MS0,
MS1,MS2,MS3か ら 構 成 さ れ る 。 MOSト ラ ン ジ ス タ MS0は フ ォ ト ダ イ オ ー ド D1よ り 出 力 ト ラ ン
ジ ス タ MS2の ゲ ー ト 部 お よ び そ の 浮 遊 容 量 （ FD） に 電 荷 を 送 る た め の ト ラ ン ジ ス タ で あ り
、 MS1は FD部 分 を リ セ ッ ト す る た め の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ 、 MS3は 出 力 ト ラ ン ジ ス タ MS2
に よ り 得 ら れ た 信 号 を 所 望 の タ イ ミ ン グ で 出 力 す る た め の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ で あ る 。
水 平 方 向 に 配 列 さ れ た 各 画 素 の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS3の ゲ ー ト は 信 号 SEL1～ SEL3が そ
れ ぞ れ 印 加 さ れ る （ 不 図 示 の 走 査 回 路 に よ り 順 次 信 号 SEL1～ SEL3が ハ イ レ ベ ル と さ れ る ）
信 号 線 Ｌ １ ～ Ｌ ３ に 共 通 接 続 さ れ 、 垂 直 方 向 に 配 列 さ れ た 各 画 素 の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ
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MS3の ソ ー ス は 共 通 出 力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3に 共 通 接 続 さ れ る 。 す な わ ち 、
信 号 SEL１ が ハ イ レ ベ ル と な っ て 信 号 線 Ｌ １ に 接 続 さ れ る ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS3が オ ン
さ れ た 場 合 、 信 号 線 Ｌ １ に 繋 が る 画 素 の 出 力 が ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS3を 介 し て 共 通 出
力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3へ 出 力 さ れ る 。 こ こ で 説 明 し た 画 素 は CMOSセ ン サ と 呼
ば れ る も の で あ る が 、 画 素 に 特 に CMOSセ ン サ に 限 定 さ れ ず 、 Ｖ Ｍ Ｉ Ｓ (Threshold Voltage
 Modulation Image Sensor)、 Ｂ Ｃ Ａ Ｓ Ｔ (Buried Charge Accumulator and Sensing Tran
sistor array)、 Ｌ Ｂ Ｃ Ａ Ｓ Ｔ (Lateral Buried Charge Accumulator and Sensing Transi
stor array)等 も 適 用 可 能 で あ る 。 と く に Ｂ Ｃ Ａ Ｓ Ｔ や Ｌ Ｂ Ｃ Ａ Ｓ Ｔ に 対 し て は 増 幅 用 Ｍ
Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ を Ｊ Ｆ Ｅ Ｔ ト ラ ン ジ ス タ に 置 き 換 え る こ と で 、 本 質 的 な 変 更 を 伴 わ ず に
実 現 で き る 。 ま た 、 光 電 変 換 部 に 蓄 積 さ れ た 信 号 電 荷 を 画 素 に 備 わ っ た ト ラ ン ジ ス タ の 制
御 電 極 に 導 き 、 増 幅 さ れ た 信 号 を 主 電 極 か ら 出 力 す る タ イ プ の セ ン サ が 本 実 施 形 態 の 画 素
に 用 い る こ と で き る 。 増 幅 用 ト ラ ン ジ ス タ と し て SITを 使 っ た SIT型 イ メ ー ジ セ ン サ （ A． Y
usa、 J． Nishizawa　 et al.,　 “ SIT　 image sensor: Design consideration and charac
teristics,”  IEEE trans. Vol. ED-33, pp.735-742, June 1986.） 、 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン
ジ ス タ を 使 っ た BASIS (N.Tanaka et al., “ A 310K pixel bipolar imager (BASIS),”  I
EEE Trans. Electron Devices, vol.35, pp. 646-652, may 1990)、 制 御 電 極 が 空 乏 化 す
る JFETを 使 っ た CMD (中 村 ほ か “ ゲ ー ト 蓄 積 型 MOSフ ォ ト ト ラ ン ジ ス タ イ メ ー ジ セ ン サ ” ,
テ レ ビ 学 会 誌 ,41,11,pp.1075-1082 Nov． ， 1987)な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 共 通 出 力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3へ 出 力 さ れ た 画 素 の 出 力 は 、 図 ７ に 示 す よ う
に 、 コ ン デ ン サ Ｃ 501～ Ｃ 503を 介 し て オ ペ ア ン プ ２ ５ の 反 転 入 力 端 子 （ － ） に 接 続 さ れ 、
増 幅 さ れ て 出 力 線 amp-out1, amp-out2, amp-out3へ 出 力 さ れ 、 加 算 回 路 と ス イ ッ チ ト ラ ン
ジ ス タ MX1,MX2,MX3に 入 力 さ れ る 。 コ ン デ ン サ Ｃ 501と コ ン デ ン サ Ｃ 511と の 容 量 比 、 コ ン
デ ン サ Ｃ 502と コ ン デ ン サ Ｃ 512と の 容 量 比 、 コ ン デ ン サ Ｃ 503と コ ン デ ン サ Ｃ 513と の 容 量
比 で ゲ イ ン が 決 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 ２ は 加 算 回 路 で あ り 、 加 算 回 路 ２ 中 コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3は 各 々 共 通 出 力 線 Pix
-out1, Pix-out2, Pix-out3上 の 画 素 信 号 を ク ラ ン プ す る た め の コ ン デ ン サ で あ る 。 ク ラ
ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 一 方 の 端 子 は ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3を 介 し て 共
通 出 力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3に 接 続 さ れ て お り 、 ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,
CA3の 他 方 の 端 子 は 共 通 接 続 さ れ て 後 述 す る 読 み 出 し 回 路 ３ の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MR0に
接 続 さ れ る と と も に 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA0を 介 し て 不 図 示 の 電 圧 源 （ 電 位 VCL） に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 他 方 の 端 子 （ 共 通 端 ） は 画 素 リ セ ッ ト 時 も し く は FD
リ セ ッ ト 時 に VCLに ク ラ ン プ さ せ る 。 そ の 後 、 画 素 信 号 を 出 力 し た 際 に 共 通 端 に 共 通 出 力
線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3の 加 算 （ 平 均 ） 出 力 が 電 位 VCLを 基 準 と し て 現 れ る 。 ス
イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1、 MA2,MA3は 画 素 の 共 通 出 力 線 と ク ラ ン プ 回 路 を 分 離 、 結 合 す る た
め の ス イ ッ チ で あ る 。 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3を 適 宜 制 御 す る こ と で 、 共 通 出
力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3を 選 択 し て 加 算 す る こ と も で き る 。 例 え ば ス イ ッ チ ト
ラ ン ジ ス タ MA1,MA3を オ ン し 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA2を オ フ す れ ば 共 通 出 力 線 Pix-out1
, Pix-out3の 加 算 （ 平 均 ） 出 力 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MX1,MX2,MX3は 前 述 の 浮 遊 容 量 付 加 の 課 題 を 解 決 す る た め
に 挿 入 し た ス イ ッ チ で あ り （ ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MX1,MX2,MX3は 非 加 算 で 出 力 す る 出 力
回 路 （ 非 加 算 回 路 ） を 構 成 す る ） 、 加 算 回 路 動 作 時 に は ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MX1,MX2,MX
3を オ フ し 、 ノ ー ド a,b,cに 係 わ る 浮 遊 容 量 を 排 除 し 、 非 加 算 時 に は ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ
MA1,MA2,MA3を オ フ し 加 算 回 路 の 影 響 を 排 除 す る 。 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MX1,MX2,MX3と ス
イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3と に 印 加 す る 加 算 、 非 加 算 の 切 り 替 え 信 号 は セ ン サ ー の
内 部 の タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ レ ー タ ー で 生 成 す る こ と が で き 、 ま た カ メ ラ シ ス テ ム や ビ デ オ シ
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ス テ ム か ら 発 生 す る こ と も 可 能 で あ る 。 一 般 的 に は 、 カ メ ラ シ ス テ ム ま た は ビ デ オ シ ス テ
ム よ り モ ー ド 切 替 信 号 を 通 信 端 子 よ り 送 信 し 、 セ ン サ ー を 直 接 或 い は 、 タ イ ミ ン グ ジ ェ ネ
レ ー タ ー を 介 し て 制 御 す る こ と が 好 ま し い 。 ゲ イ ン の 切 り 換 え は 例 え ば 、 使 用 者 が 切 り 換
え ス イ ッ チ 等 で 行 う こ と が で き る 。 図 １ ２ に 示 し た ス チ ル カ メ ラ を 例 に 取 っ て 説 明 す る と
、 不 図 示 の 切 り 換 え ス イ ッ チ に よ り 全 体 制 御 ・ 演 算 部 ３ ０ ９ に ゲ イ ン 切 り 換 え 指 示 信 号 を
送 り 、 タ イ ミ ン グ 発 生 部 ３ ０ ８ か ら 固 体 撮 像 素 子 （ 固 体 撮 像 装 置 ） の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス
タ MX1,MX2,MX3と ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3と に 加 算 、 非 加 算 の 切 り 替 え 信 号 を 送
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ３ は 読 出 し 回 路 で あ り 、 加 算 回 路 ２ の 出 力 、 お よ び 、 も し く は 非 加 算 時 の 出 力 を ス イ ッ
チ ト ラ ン ジ ス タ MR0～ MR3を 介 し て 容 量 C0,C1,C2,C3に そ れ ぞ れ 一 時 格 納 し 、 走 査 回 路 ４ の
走 査 順 に ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MR4～ MR7が 選 択 さ れ 順 次 出 力 ア ン プ ５ を 介 し て 出 力 さ れ る
。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ は 加 算 回 路 を 有 効 に し た 場 合 の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。 信 号 SEL1を ハ イ レ
ベ ル と し て 画 素 の １ 行 目 の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS3を オ ン し 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1
,MA2,MA3を オ ン し た 状 態 で 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS1を オ ン さ せ 、 画 素 内 の FD（ フ ロ ー
テ ィ ン グ デ ィ フ ュ ー ジ ョ ン ） 部 分 を 画 素 リ セ ッ ト 電 位 Vresに 固 定 す る と 同 時 に ク ラ ン プ 回
路 を オ ン し （ ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA0を オ ン ） 、 ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 共 通
に な っ て い る ノ ー ド （ 加 算 出 力 ） を 電 位 VCLに 接 続 す る 。 こ れ に よ り 、 リ セ ッ ト 後 の 各 画
素 出 力 （ 固 定 パ タ ー ン ノ イ ズ ） が ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3に 出 力 さ れ 、 初 期 状 態
（ 各 画 素 の 固 定 パ タ ー ン ノ イ ズ が ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3に 保 持 さ れ た 状 態 ） を
保 持 す る 。 次 に ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS1、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA0を オ フ し た 状 態 で 、
画 素 の １ 行 目 の ト ラ ン ジ ス タ MS0を オ ン し 、 画 素 内 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｄ 1に 蓄 積 さ れ た 電 荷
を FDに 転 送 す る 。 そ の 電 荷 に 対 応 す る 各 画 素 出 力 は ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 一
方 の 端 子 に 出 力 さ れ （ こ の 時 の 電 位 変 化 は 画 素 出 力 か ら 固 定 パ タ ー ン ノ イ ズ 分 が 減 算 さ れ
た 電 位 で あ る ） 、 ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 他 方 の 共 通 端 子 は ノ イ ズ が 除 去 さ れ
た 各 画 素 か ら の 信 号 の 加 算 出 力 が 現 れ る 。 こ の 加 算 出 力 を 、 信 号 Preadを ハ イ レ ベ ル に す
る こ と に よ り 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MR0を 介 し て コ ン デ ン サ C0へ 加 算 結 果 を 書 き 込 む 、
そ の 後 、 走 査 回 路 ４ を 図 ２ の 斜 線 の 区 間 走 査 し コ ン デ ン サ C0の 列 の デ ー タ を 出 力 ア ン プ ５
か ら 読 み 出 す 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 際 、 加 算 入 力 ス イ ッ チ で あ る ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3は オ ン 、 信 号 THRU
は ロ ウ レ ベ ル で ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MX1～ MX3は オ フ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ 、 図 ３ に お い て × 印 で 示 し た 期 間 は ス イ ッ チ が オ フ （ OFF） し て い る た め に 不 定 と
な っ て い る 状 態 を 表 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ３ は 非 加 算 状 態 の タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 加 算 回 路 が 動 作 し な い た め ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA0は オ フ 、 加 算 入 力 ス イ ッ チ で あ る
ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3は オ フ 、 信 号 THRU端 子 は ハ イ レ ベ ル で ス イ ッ チ ト ラ ン
ジ ス タ MX1～ MX3は オ ン で あ る 。 図 ３ 中 画 素 選 択 が SEL2に な っ て い る が 、 こ れ は 図 ２ と は 別
の 行 を 選 択 し て い る た め で あ る 。 画 素 の 動 作 の MS1、 Preadの タ イ ミ ン グ は 同 一 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 信 号 SEL2を ハ イ レ ベ ル と し て 画 素 の ２ 行 目 の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS3を オ ン し 、 信 号
Ｔ Ｈ Ｒ Ｕ を ハ イ レ ベ ル と し て ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MX1,MX2,MX3を オ ン し た 状 態 で 、 ス イ
ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS1を オ ン さ せ 、 画 素 内 の FD（ フ ロ ー テ ィ ン グ デ ィ フ ュ ー ジ ョ ン ） 部 分
を 画 素 リ セ ッ ト 電 位 Vresに 固 定 す る 。 次 に ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MS1を オ フ し た 状 態 で 、
画 素 の ２ 行 目 の ト ラ ン ジ ス タ MS0を オ ン し 、 画 素 内 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｄ 1に 蓄 積 さ れ た 電 荷
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を FDに 転 送 す る 。 そ の 電 荷 に 対 応 す る 各 画 素 出 力 は 信 号 Preadを ハ イ レ ベ ル に す る こ と に
よ り 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MR1～ MR3を 介 し て コ ン デ ン サ C1～ C3へ 書 き 込 ま れ る 、 そ の 後
、 走 査 回 路 ４ を 図 ３ の 斜 線 の 区 間 走 査 し コ ン デ ン サ C1～ C3の デ ー タ を 出 力 ア ン プ ５ か ら 読
み 出 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 際 、 加 算 入 力 ス イ ッ チ で あ る ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3は オ フ 、 信 号 THRU
は ハ イ レ ベ ル で ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MX1～ MX3は オ ン で あ る 。
（ 第 二 実 施 形 態 ）
　 図 ４ は 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 基 本 的 な 構 成 お よ び そ の 動 作 は 第 一 実 施 形 態 と 同 様 で あ る が 、 画 素 １ ２ が 転 送 を 行 わ な
い タ イ プ で あ る こ と 、 加 算 回 路 ２ ２ が 容 量 分 割 を 用 い て 加 算 （ 平 均 ） 化 を 行 っ て い る 点 が
異 な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 画 素 １ ２ は フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｄ 1、 MOSト ラ ン ジ ス タ MS1,MS2,MS3か ら 構 成 さ れ る 。 図 １
の 画 素 １ に 比 べ て MOSト ラ ン ジ ス タ MS0が 削 除 さ れ て お り 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド D1か ら の 信 号
電 荷 は 出 力 ト ラ ン ジ ス タ MS2の ゲ ー ト 部 お よ び そ の 浮 遊 容 量 （ FD） に 送 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 加 算 回 路 ２ ２ は 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1～ MA3、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1～ MA3を 介
し て 共 通 出 力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ る ３ つ の コ ン デ ン サ 、
３ つ の コ ン デ ン サ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 且 つ ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1～ MA3に そ れ ぞ れ 直 列
接 続 さ れ る ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA11～ MA13か ら 構 成 さ れ 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA11～
MA13を オ ン す る こ と で ３ つ の コ ン デ ン サ に 保 持 さ れ た 信 号 を 加 算 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 ２ の 実 施 形 態 に お い て も 、 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 に 、 加 算 、 非 加 算 の 分 別 を 行 う こ と
で 出 力 線 に 纏 わ る 浮 遊 容 量 を 排 除 、 抑 圧 し て い る 。
（ 第 三 実 施 形 態 ）
　 図 ５ は 本 発 明 の 第 三 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 基 本 的 な 構 成 お よ び そ の 動 作 は 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 で あ る が 、 加 算 回 路 ３ ２ が ク ラ ン プ
し た 後 、 容 量 分 割 を 用 い て 加 算 （ 平 均 ） 化 を 行 っ て い る 点 が 異 な る 。 ク ラ ン プ 回 路 に よ り
列 （ 水 平 ） 方 向 加 算 を 行 い 、 サ ン プ ル ホ ー ル ド に よ り 、 行 （ 垂 直 ） 方 向 加 算 を 行 う こ と が
で き る た め 、 2次 元 の 加 算 結 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 加 算 回 路 ２ ３ に お い て 、 ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 一 方 の 端 子 は ス イ ッ チ ト ラ
ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3を 介 し て 共 通 出 力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3に 接 続 さ れ て お
り 、 ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 他 方 の 端 子 は 共 通 接 続 さ れ て ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス
タ MA01～ MA03に 共 通 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA01～ MA03は ３ つ の コ ン デ ン サ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 、 ３ つ の コ ン
デ ン サ に そ れ ぞ れ 接 続 さ れ 且 つ ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA01～ MA03に そ れ ぞ れ 直 列 接 続 さ れ
る ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA11～ MA13は 、 読 み 出 し 回 路 ３ の ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MR0に 接
続 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ク ラ ン プ コ ン デ ン サ CA1,CA2,CA3の 他 方 の 共 通 端 子 は ノ イ ズ が 除 去 さ れ た 各 画 素 か ら の
信 号 の 加 算 出 力 が 現 れ る 。 例 え ば 、 第 １ 行 目 の 画 素 か ら の 信 号 が 共 通 出 力 線 Pix-out1, Pi
x-out2, Pix-out3に 出 力 さ れ る と 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1～ MA3を オ ン す る こ と で 各 画
素 か ら の ノ イ ズ が 除 去 さ れ た 画 素 出 力 が 加 算 さ れ 、 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA01を オ ン す る
こ と で 第 １ の コ ン デ ン サ に 第 １ 行 目 の 画 素 の 加 算 出 力 が 保 持 さ れ る 。 次 に 第 ２ 行 目 の 画 素
か ら の 信 号 が 共 通 出 力 線 Pix-out1, Pix-out2, Pix-out3に 出 力 さ れ る と 、 ス イ ッ チ ト ラ ン
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ジ ス タ MA1～ MA3を オ ン す る こ と で 各 画 素 か ら の ノ イ ズ が 除 去 さ れ た 画 素 出 力 が 加 算 さ れ 、
ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA02を オ ン す る こ と で 第 ２ の コ ン デ ン サ に 第 ２ 行 目 の 画 素 の 加 算 出
力 が 保 持 さ れ る 。 次 に 同 様 に し て 第 ３ 行 目 の 画 素 か ら の 画 素 出 力 が ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ
MA03を オ ン す る こ と で さ ら に 第 ３ の コ ン デ ン サ に 第 ３ 行 目 の 画 素 の 加 算 出 力 が 保 持 さ れ る
。 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA11～ MA13を オ ン す る こ と で 第 １ ～ 第 ３ の コ ン デ ン サ に 保 持 さ れ
た 信 号 を 加 算 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ う し て 、 第 １ ～ 第 ３ 行 、 第 １ ～ ３ 列 の ３ × ３ の 画 素 の 画 素 出 力 を 加 算 し て 出 力 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1,MA2,MA3、 MA01,MA02,MA03、 MA11,MA12,MA13を 適 宜 制 御 す る
こ と で 、 任 意 に 垂 直 方 向 加 算 、 水 平 方 向 加 算 、 斜 め 方 向 加 算 、 又 は こ れ ら の 加 算 の 組 み 合
わ せ た 加 算 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 ３ の 実 施 形 態 に お い て も 、 画 素 出 力 に お け る 加 算 、 非 加 算 の 分 別 を 行 う こ と で 出 力 線
に 纏 わ る 浮 遊 容 量 を 排 除 、 抑 圧 し て い る 。
（ 第 四 実 施 形 態 ）
　 図 ６ は 本 発 明 の 第 四 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 基 本 的 な 構 成 は 第 一 実 施 形 態 と 同 様 で あ る が 、 加 算 回 路 ２ の 出 力 を ア ン プ ２ ４ に て 受 け
て い る 点 が 異 な る 。 ク ラ ン プ 回 路 の 出 力 自 体 が 高 い イ ン ピ ー ダ ン ス の た め に 駆 動 能 力 が 乏
く 、 コ ン デ ン サ C0へ 信 号 を 伝 搬 す る と 容 量 分 割 に な り 、 出 力 レ ベ ル が 低 下 す る 。 そ の た め
、 ア ン プ ２ ４ の よ う な イ ン ピ ー ダ ン ス 変 換 手 段 を 用 い た 。 第 ４ の 実 施 形 態 に お い て も 、 加
算 、 非 加 算 の 分 別 を 行 う こ と で 出 力 線 に 纏 わ る 浮 遊 容 量 を 排 除 、 抑 圧 し て い る 。
（ 第 五 実 施 形 態 ）
　 図 １ １ は 本 発 明 の 第 六 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。 こ こ で
は 簡 易 化 の た め に 、 一 つ の メ モ リ セ ル 、 一 列 分 の 読 み 出 し 手 段 に つ い て 示 し て あ る が 、 実
際 に は 画 素 数 に 対 応 し て メ モ リ セ ル は ２ 次 元 状 に 配 列 さ れ て メ モ リ 部 を 構 成 し 、 読 み 出 し
手 段 は 各 列 ご と に 設 け ら れ て い る 。 画 素 数 と メ モ リ セ ル 数 は 必 要 に 応 じ て 設 定 さ れ 、 メ モ
リ セ ル 数 は 画 素 数 よ り も 少 な く て も よ い 。 例 え ば 、 複 数 の 画 素 か ら の 信 号 を 加 算 或 い は 間
引 き し て メ モ リ セ ル に 蓄 積 さ せ る 場 合 に は 、 メ モ リ セ ル 数 は 画 素 数 よ り も 少 な く て よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 １ １ に お い て 、 オ ペ ア ン プ ２ ５ は 、 そ の 入 力 端 子 が ク ラ ン プ コ ン デ ン サ と し て の 結 合
容 量 と な る コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ に 接 続 さ れ 、 画 素 の ク ラ ン プ 信 号 を 増 幅 す る 。 オ ペ ア ン プ
２ ５ は 帰 還 型 の ア ン プ で あ り 、 そ の 出 力 は 負 入 力 端 子 （ － ） に コ ン デ ン サ Ｃ ５ １ １ を 介 し
て 伝 達 さ れ る 。 そ れ ゆ え 、 オ ペ ア ン プ ２ ５ の ゲ イ ン は コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ と コ ン デ ン サ Ｃ
５ １ １ と の 比 で 決 め ら れ る 。 正 入 力 端 子 （ ＋ ） は ク ラ ン プ 電 位 Ｖ refに 固 定 さ れ て い る 。
負 入 力 端 子 （ － ） は パ ル ス φ Cを ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ M51に 印 加 し て オ ン す る こ と に よ り
、 ク ラ ン プ 電 位 Ｖ refに ク ラ ン プ さ れ る が 、 こ れ は オ ペ ア ン プ の 入 力 端 子 が イ マ ジ ナ リ シ
ョ ー ト の 状 態 に な っ て い る か ら で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ の ク ラ ン プ 動 作 は ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ M51を オ ン す る こ と で 、 ク
ラ ン プ 電 位 Ｖ refに コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ の オ ペ ア ン プ ２ ５ の 反 転 入 力 （ － ） 側 を 設 定 し た
状 態 で 、 図 １ に 示 す 画 素 の 増 幅 用 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ Ｓ ２ の ゲ ー ト 電 極 を リ セ ッ ト 用 ト ラ ン ジ
ス タ Ｍ Ｓ １ に よ り 所 定 の 電 位 に リ セ ッ ト し 、 画 素 か ら の ノ イ ズ を コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ に 入
力 す る 。 そ の 後 ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ M51を オ フ し て コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ の オ ペ ア ン プ ２
５ の 反 転 入 力 側 を 浮 遊 状 態 に し て 、 画 素 に お い て 、 フ ォ ト ダ イ オ ー ド Ｄ １ か ら 光 信 号 を 電
荷 転 送 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ Ｓ ０ を 介 し て 増 幅 用 ト ラ ン ジ ス タ Ｍ Ｓ ２ の ゲ ー ト 電 極 に 送 り 、 画 素
か ら 増 幅 さ れ た 信 号 を コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ に 入 力 す る 。 コ ン デ ン サ Ｃ ５ ０ １ の 入 力 側 端 子
の 電 位 変 化 量 は 信 号 か ら ノ イ ズ 成 分 が 除 去 さ れ た 量 と な り 、 画 素 か ら ノ イ ズ が 除 去 さ れ た
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信 号 が オ ペ ア ン プ ２ ５ に 入 力 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 オ ペ ア ン プ ２ ５ に よ り 増 幅 さ れ た 信 号 は メ モ リ セ ル ５ ０ １ に 書 き 込 ま れ る 。 メ モ リ セ ル
５ ０ １ は 増 幅 用 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ２ 、 メ モ リ 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ３ 、 書 き 込 み ト ラ ン ジ
ス タ ５ ０ ０ 、 そ し て メ モ リ セ ル 容 量 ５ ０ ４ か ら 成 っ て い る 。 電 流 供 給 用 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０
５ は 増 幅 用 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ２ が ソ ー ス フ ォ ロ ワ と し て 働 く よ う に 、 電 流 を 供 給 す る 。 本
実 施 形 態 で は 増 幅 型 フ レ ー ム メ モ リ を 用 い て い る が 、 書 き 込 み （ 読 み 出 し を 兼 ね る ） ト ラ
ン ジ ス タ ５ ０ ０ 、 メ モ リ セ ル 容 量 ５ ０ ４ か ら 成 る DRAM型 の メ モ リ を 用 い て も よ い 。 増 幅 型
メ モ リ を 用 い る こ と で メ モ リ か ら 蓄 積 容 量 へ の 読 み 出 し に お い て は 、 メ モ リ セ ル ５ ０ １ の
持 つ 増 幅 作 用 の お か げ で 信 号 電 圧 の 低 下 を 被 る こ と が な い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 メ モ リ セ ル ５ ０ １ か ら の 信 号 読 み 出 し は 、 メ モ リ 選 択 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ３ 、 ス イ ッ チ ト
ラ ン ジ ス タ MX1を オ ン さ せ る こ と で 行 わ れ る 。 選 択 さ れ た メ モ リ セ ル の 出 力 は パ ル ス φ TS
に よ り ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ６ を オ ン さ せ て 蓄 積 容 量 ５ ０ ８ に サ ン プ リ ン グ さ れ る 。
次 に 、 オ ペ ア ン プ ２ ５ の 反 転 入 力 端 子 と 出 力 端 子 を ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ M51を オ ン す る
こ と で 短 絡 し 、 オ ペ ア ン プ ２ ５ の オ フ セ ッ ト を メ モ リ セ ル ５ ０ １ に 書 き 込 む 。 メ モ リ セ ル
に 書 き 込 ま れ た オ フ セ ッ ト の 読 み 出 し と サ ン プ リ ン グ は 、 メ モ リ セ ル に 書 き 込 ま れ た 信 号
の 読 み 出 し 、 サ ン プ リ ン グ と 同 様 で あ る 。 メ モ リ セ ル か ら の オ フ セ ッ ト 出 力 の 蓄 積 容 量 ５
０ ９ へ の サ ン プ リ ン グ は 、 パ ル ス φ TNを ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ ８ ２ に 印 加 す る こ と で 行 わ
れ る 。 蓄 積 容 量 ５ ０ ８ 上 の 電 圧 は 増 幅 さ れ た 画 素 信 号 と オ ペ ア ン プ ２ ５ の オ フ セ ッ ト と に
加 え 、 増 幅 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ２ の オ フ セ ッ ト を 含 ん で い る 。 一 方 、 蓄 積 容 量 ５ ０ ９ 上 の 電
圧 は オ ペ ア ン プ ２ ５ の オ フ セ ッ ト と に 加 え 、 増 幅 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ２ の オ フ セ ッ ト を 含 ん
で い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 上 記 動 作 に 引 き 続 い て お こ な わ れ る 水 平 走 査 は 、 水 平 走 査 回 路 ５ １ ４ に よ っ て 行 わ れ る
。 水 平 走 査 回 路 ５ １ ４ は ス イ ッ チ ペ ア で あ る ト ラ ン ジ ス タ ５ １ ０ と ト ラ ン ジ ス タ ５ １ １ と
を 走 査 し 、 蓄 積 容 量 ５ １ ０ と ５ １ １ 上 の 電 圧 を そ れ ぞ れ 、 水 平 出 力 線 ５ １ ２ お よ び ５ １ ３
に 転 送 す る 。 差 動 ア ン プ ５ １ ５ は オ ペ ア ン プ ２ ５ 及 び 増 幅 ト ラ ン ジ ス タ ５ ０ ２ の オ フ セ ッ
ト を 除 去 し 、 高 SN比 を 持 つ セ ン サ 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 以 上 説 明 し た 各 実 施 形 態 に お け る 加 算 回 路 、 読 出 し 回 路 は あ く ま で も 一 例 で あ り 、 他 に
オ ペ ア ン プ を 用 い た 加 算 器 （ 図 ８ ） 、 ソ ー ス フ ォ ロ ワ ー を 用 い た 読 出 し 系 （ 図 ９ ） な ど を
用 い て も 本 発 明 の 効 果 を 実 現 す る こ と が で き る こ と は 言 う ま で も 無 い 。 図 ８ に お い て 、 ス
イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ MA1～ MA3は コ ン デ ン サ Ｃ 1001～ Ｃ 1003を 介 し て オ ペ ア ン プ の 反 転 入 力
端 子 に 共 通 接 続 さ れ る 。 Ｃ 1011は オ ペ ア ン プ の 出 力 端 子 と 反 転 入 力 端 子 と の 間 に 設 け ら れ
た コ ン デ ン サ 、 M1001は コ ン デ ン サ Ｃ 1011に 並 列 に 接 続 さ れ た ス イ ッ チ ト ラ ン ジ ス タ で あ
る 。 オ ペ ア ン プ の 非 反 転 入 力 端 子 に は 参 照 電 圧 （ Ｖ ref） が 印 加 さ れ る 。 図 ９ に お い て 、
ソ ー ス フ ォ ロ ワ ー は Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ MC112と MC113と で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 各 本 実 施 形 態 に お い て 、 固 体 撮 像 装 置 は 同 一 半 導 体 基 板 上 に 設 け る こ と が で き る が 、 差
動 増 幅 器 ５ １ ５ に よ り 生 ず る ノ イ ズ が 他 の 回 路 部 材 に 影 響 し な い よ う に 差 動 増 幅 器 ５ １ ５
を 基 板 外 に 設 け て も よ い 。
ま た 各 本 実 施 形 態 に お い て は 、 一 本 の 垂 直 出 力 線 に 着 目 す る と 二 つ に Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ
MA1,MX1が 接 続 す る だ け で す み 、 出 力 の 負 荷 （ 浮 遊 容 量 ） を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 １ ２ に 基 づ い て 、 本 発 明 に 係 わ る 固 体 撮 像 装 置 を 動 画 対 応 の ス チ ル カ メ ラ に 適 用 し た
場 合 （ 撮 像 シ ス テ ム ） の 一 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 １ ２ は 、 本 発 明 に 係 わ る 固 体 撮 像 装 置 を 動 画 対 応 の 「 ス チ ル ビ デ オ カ メ ラ 」 に 適 用 し
た 場 合 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
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【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 １ ２ に お い て 、 ３ ０ １ は レ ン ズ の プ ロ テ ク ト と メ イ ン ス イ ッ チ を 兼 ね る バ リ ア 、 ３ ０
２ は 被 写 体 の 光 学 像 を 固 体 撮 像 素 子 （ 固 体 撮 像 装 置 ） ３ ０ ４ に 結 像 さ せ る レ ン ズ 、 ３ ０ ３
は レ ン ズ ３ ０ ２ を 通 っ た 光 量 を 可 変 す る た め の 絞 り 、 ３ ０ ４ は レ ン ズ ３ ０ ２ で 結 像 さ れ た
被 写 体 を 画 像 信 号 と し て 取 り 込 む た め の 固 体 撮 像 素 子 、 ３ ０ ６ は 固 体 撮 像 素 子 ３ ０ ４ よ り
出 力 さ れ る 画 像 信 号 の ア ナ ロ グ ・ デ ジ タ ル 変 換 を 行 う Ａ ／ Ｄ 変 換 器 、 ３ ０ ７ は Ａ ／ Ｄ 変 換
器 ３ ０ ６ よ り 出 力 さ れ た 画 像 デ ー タ に 各 種 の 補 正 を 行 っ た り デ ー タ を 圧 縮 す る 信 号 処 理 部
、 ３ ０ ８ は 撮 像 素 子 ３ ０ ４ 、 撮 像 信 号 処 理 回 路 ３ ０ ５ 、 Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ ６ 、 信 号 処 理 部
３ ０ ７ に 、 各 種 タ イ ミ ン グ 信 号 を 出 力 す る タ イ ミ ン グ 発 生 部 、 ３ ０ ９ は 各 種 演 算 と ス チ ル
ビ デ オ カ メ ラ 全 体 を 制 御 す る 全 体 制 御 ・ 演 算 部 、 ３ １ ０ は 画 像 デ ー タ を 一 時 的 に 記 憶 す る
為 の メ モ リ 部 、 ３ １ １ は 記 録 媒 体 に 記 録 ま た は 読 み 出 し を 行 う た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部
、 ３ １ ２ は 画 像 デ ー タ の 記 録 ま た は 読 み 出 し を 行 う 為 の 半 導 体 メ モ リ 等 の 着 脱 可 能 な 記 録
媒 体 、 ３ １ ３ は 外 部 コ ン ピ ュ ー タ 等 と 通 信 す る 為 の イ ン タ ー フ ェ ー ス 部 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 次 に 、 前 述 の 構 成 に お け る 撮 影 時 の ス チ ル ビ デ オ カ メ ラ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 バ リ ア ３ ０ １ が オ ー プ ン さ れ る と メ イ ン 電 源 が オ ン さ れ 、 次 に コ ン ト ロ ー ル 系 の 電 源 が
オ ン し 、 更 に Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ ６ な ど の 撮 像 系 回 路 の 電 源 が オ ン さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ れ か ら 、 露 光 量 を 制 御 す る 為 に 、 全 体 制 御 ・ 演 算 部 ３ ０ ９ は 絞 り ３ ０ ３ を 開 放 に し 、
撮 像 素 子 ３ ０ ４ か ら 出 力 さ れ た 信 号 は Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ ６ で 変 換 さ れ た 後 、 信 号 処 理 部 ３
０ ７ に 入 力 さ れ る 。 そ の デ ー タ を 基 に 露 出 の 演 算 を 全 体 制 御 ・ 演 算 部 ３ ０ ９ で 行 う 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 測 光 を 行 っ た 結 果 に よ り 明 る さ を 判 断 し 、 そ の 結 果 に 応 じ て 全 体 制 御 ・ 演 算 部 ３ ０
９ は 絞 り を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 次 に 、 撮 像 素 子 ３ ０ ４ か ら 出 力 さ れ た 信 号 を も と に 、 高 周 波 成 分 を 取 り 出 し 被 写 体 ま で
の 距 離 の 演 算 を 全 体 制 御 ・ 演 算 部 ３ ０ ９ で 行 う 。 そ の 後 、 レ ン ズ を 駆 動 し て 合 焦 か 否 か を
判 断 し 、 合 焦 し て い な い と 判 断 し た 時 は 、 再 び レ ン ズ を 駆 動 し 測 距 を 行 う 。 そ し て 、 合 焦
が 確 認 さ れ た 後 に 本 露 光 が 始 ま る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 露 光 が 終 了 す る と 、 撮 像 素 子 ３ ０ ４ か ら 出 力 さ れ た 画 像 信 号 は Ａ ／ Ｄ 変 換 器 ３ ０ ６ で Ａ
／ Ｄ 変 換 さ れ 、 信 号 処 理 部 ３ ０ ７ を 通 り 全 体 制 御 ・ 演 算 部 ３ ０ ９ に よ り メ モ リ 部 ３ １ ０ に
書 き 込 ま れ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ の 後 、 メ モ リ 部 ３ １ ０ に 蓄 積 さ れ た デ ー タ は 、 全 体 制 御 ・ 演 算 部 ３ ０ ９ の 制 御 に よ り
記 録 媒 体 制 御 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ １ １ を 通 り 半 導 体 メ モ リ 等 の 着 脱 可 能 な 記 録 媒 体 ３ １ ２ に 記 録 さ
れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 ま た 、 外 部 Ｉ ／ Ｆ 部 ３ １ ３ を 通 り 直 接 コ ン ピ ュ ー タ 等 に 入 力 し て 画 像 の 加 工 を 行 っ て も
よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 図 １ ３ に 基 づ い て 、 本 発 明 の 固 体 撮 像 装 置 を ビ デ オ カ メ ラ に 適 用 し た 場 合 （ 撮 像 シ
ス テ ム ） の 例 に つ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 固 体 撮 像 装 置 を ビ デ オ カ メ ラ に 適 用 し た 場 合 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で 、
４ ０ １ は 撮 影 レ ン ズ で 焦 点 調 節 を 行 う た め の フ ォ ー カ ス レ ン ズ ４ ０ １ Ａ 、 ズ ー ム 動 作 を 行
う ズ ー ム レ ン ズ ４ ０ １ Ｂ 、 結 像 用 の レ ン ズ ４ ０ １ Ｃ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 ４ ０ ２ は 絞 り 、 ４ ０ ３ は 撮 像 面 に 結 像 さ れ た 被 写 体 像 を 光 電 変 換 し て 電 気 的 な 撮 像 信 号
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に 変 換 す る 固 体 撮 像 素 子 （ 固 体 撮 像 装 置 ） 、 ４ ０ ４ は 固 体 撮 像 素 子 ４ ０ ３ よ り 出 力 さ れ た
撮 像 信 号 を サ ン プ ル ホ ー ル ド し 、 さ ら に 、 レ ベ ル を ア ン プ す る サ ン プ ル ホ ー ル ド 回 路 （ Ｓ
／ Ｈ 回 路 ） で あ り 、 映 像 信 号 を 出 力 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ４ ０ ５ は サ ン プ ル ホ ー ル ド 回 路 ４ ０ ４ か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 に ガ ン マ 補 正 、 色 分 離 、
ブ ラ ン キ ン グ 処 理 等 の 所 定 の 処 理 を 施 す プ ロ セ ス 回 路 で 、 輝 度 信 号 Ｙ お よ び ク ロ マ 信 号 Ｃ
を 出 力 す る 。 プ ロ セ ス 回 路 ４ ０ ５ か ら 出 力 さ れ た ク ロ マ 信 号 Ｃ は 、 色 信 号 補 正 回 路 ４ ２ １
で 、 ホ ワ イ ト バ ラ ン ス 及 び 色 バ ラ ン ス の 補 正 が な さ れ 、 色 差 信 号 Ｒ － Ｙ ， Ｂ － Ｙ と し て 出
力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 ま た 、 プ ロ セ ス 回 路 ４ ０ ５ か ら 出 力 さ れ た 輝 度 信 号 Ｙ と 、 色 信 号 補 正 回 路 ４ ２ １ か ら 出
力 さ れ た 色 差 信 号 Ｒ － Ｙ ， Ｂ － Ｙ は 、 エ ン コ ー ダ 回 路 （ Ｅ Ｎ Ｃ 回 路 ） ４ ２ ４ で 変 調 さ れ 、
標 準 テ レ ビ ジ ョ ン 信 号 と し て 出 力 さ れ る 。 そ し て 、 図 示 し な い ビ デ オ レ コ ー ダ 、 あ る い は
電 子 ビ ュ ー フ ァ イ ン ダ 等 の モ ニ タ Ｅ Ｖ Ｆ へ と 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 次 い で 、 ４ ０ ６ は ア イ リ ス 制 御 回 路 で 有 り 、 サ ン プ ル ホ ー ル ド 回 路 ４ ０ ４ か ら 供 給 さ れ
る 映 像 信 号 に 基 づ い て ア イ リ ス 駆 動 回 路 ４ ０ ７ を 制 御 し 、 映 像 信 号 の レ ベ ル が 所 定 レ ベ ル
の 一 定 値 と な る よ う に 、 絞 り ４ ０ ２ の 開 口 量 を 制 御 す べ く ｉ ｇ メ ー タ を 自 動 制 御 す る も の
で あ る 。 ４ １ ３ ， ４ １ ４ は 、 サ ン プ ル ホ ー ル ド 回 路 ４ ０ ４ か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 中 よ り
合 焦 検 出 を 行 う た め に 必 要 な 高 周 波 成 分 を 抽 出 す る 異 な っ た 帯 域 制 限 の バ ン ド パ ス フ ィ ル
タ （ Ｂ Ｐ Ｆ ） で あ る 。 第 一 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ４ １ ３ （ Ｂ Ｐ Ｆ １ ） 、 及 び 第 二 の バ ン ド
パ ス フ ィ ル タ ４ １ ４ （ Ｂ Ｐ Ｆ ２ ） か ら 出 力 さ れ た 信 号 は 、 ゲ ー ト 回 路 ４ １ ５ 及 び フ ォ ー カ
ス ゲ ー ト 枠 信 号 で 各 々 で ゲ ー ト さ れ 、 ピ ー ク 検 出 回 路 ４ １ ６ で ピ ー ク 値 が 検 出 さ れ て ホ ー
ル ド さ れ る と 共 に 、 論 理 制 御 回 路 ４ １ ７ に 入 力 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 こ の 信 号 を 焦 点 電 圧 と 呼 び 、 こ の 焦 点 電 圧 に よ っ て フ ォ ー カ ス を 合 わ せ て い る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 ま た 、 ４ １ ８ は フ ォ ー カ ス レ ン ズ ４ ０ １ Ａ の 移 動 位 置 を 検 出 す る フ ォ ー カ ス エ ン コ ー ダ
、 ４ １ ９ は ズ ー ム レ ン ズ ４ ０ １ Ｂ の 焦 点 距 離 を 検 出 す る ズ ー ム エ ン コ ー ダ 、 ４ ２ ０ は 絞 り
４ ０ ２ の 開 口 量 を 検 出 す る ア イ リ ス エ ン コ ー ダ で あ る 。 こ れ ら の エ ン コ ー ダ の 検 出 値 は 、
シ ス テ ム コ ン ト ロ ー ル を 行 う 論 理 制 御 回 路 ４ １ ７ へ と 供 給 さ れ る 。 論 理 制 御 回 路 ４ １ ７ は
、 設 定 さ れ た 合 焦 検 出 領 域 内 に 相 当 す る 映 像 信 号 に 基 づ い て 、 被 写 体 に 対 す る 合 焦 検 出 を
行 い 焦 点 調 節 を 行 う 。 即 ち 、 各 々 の バ ン ド パ ス フ ィ ル タ ４ １ ３ 、 ４ １ ４ よ り 供 給 さ れ た 高
周 波 成 分 の ピ ー ク 値 情 報 を 取 り 込 み 、 高 周 波 成 分 の ピ ー ク 値 が 最 大 と な る 位 置 へ と フ ォ ー
カ ス レ ン ズ ４ ０ １ Ａ を 駆 動 す べ く フ ォ ー カ ス 駆 動 回 路 ４ ０ ９ に フ ォ ー カ ス モ ー タ ４ １ ０ の
回 転 方 向 、 回 転 速 度 、 回 転 ／ 停 止 等 の 制 御 信 号 を 供 給 し 、 こ れ を 制 御 す る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ６ １ 】
　 本 発 明 は 、 １ 次 元 も し く は ２ 次 元 の 画 素 加 算 手 段 を 有 す る 固 体 撮 像 装 置 に 適 用 さ れ 、 動
画 対 応 の デ ジ タ ル カ メ ラ （ ス チ ル カ メ ラ ） 、 デ ジ タ ル ビ デ オ カ メ ラ 等 に 好 適 に 用 い ら れ る
も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 加 算 回 路 を 有 効 に し た 場 合 の 駆 動 タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 非 加 算 状 態 の タ イ ミ ン グ を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 二 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 三 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 四 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の 第 五 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
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【 図 ８ 】 オ ペ ア ン プ を 用 い た 加 算 器 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 ソ ー ス フ ォ ロ ワ ー を 用 い た 読 出 し 回 路 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 一 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 の 第 六 実 施 形 態 の 固 体 撮 像 装 置 の 一 部 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 わ る 固 体 撮 像 装 置 を 「 ス チ ル ビ デ オ カ メ ラ 」 に 適 用 し た 場 合 を 示 す
ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 わ る 固 体 撮 像 装 置 を ビ デ オ カ メ ラ に 適 用 し た 場 合 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
で あ る 。
【 図 １ ４ 】 従 来 の 固 体 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 従 来 の 固 体 撮 像 装 置 の 加 算 部 の 構 成 を 示 す 回 路 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 １ 　 画 素
　 ２ ， ２ ２ ， ２ ３ 　 加 算 回 路
　 ３ 　 読 出 し 回 路
　 ４ 　 走 査 回 路
　 ５ 　 出 力 ア ン プ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

(13) JP 2005-348041 A 2005.12.15



【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】 【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】 【 図 １ ５ 】
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